
湛
甘
泉
に
お
け
る

「
勿
忘
勿
助
」

序

「

勿

忘

勿

助

い

は

、

市

勿

正

。

心

勿

忘

。

勿
助
長
也
。
い
(
公
孫
卦
上
)
に
出
来
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
湛
甘
泉

は
こ
の
誌
を
、
彼
の
印
字
読
で
あ
る
「
随
産
税
認
天
理
い
の
裏
づ
け
と

し
て
、
生
法
を
賭
け
て
究
明
し
た
Q

「
勿
忘
勿
助
い
こ
そ
は
、
廿
泉

の
型
的
根
接
で
あ
る
り

で
は
、
混
片
山
水
は
こ
の
「
勿
忘
勿
助
」
を
、
い
か
に
解
制
押
し
総
系

を
立
て
、
~i
随
慮
憾
認
天
現
」
の
設
の
論
擦
と
し
た
で
あ
ろ
う
か
、

述
べ
て
み
た
い
と
思
う
。

一
「
廿
川
水
文
集
い
に
見
え
る
「
勿
忘
勿
助
い

「
甘
内
訳
文
集
l
一
三
十
一
一
谷
中
、
「
勿
忘
勿
助
」
に
関
し
て
述
べ
て

い
る
と
こ
ろ
は
、
九
十
五
カ
所
あ
る
。
こ
れ
を
を
別
に
す
る
と
、
次

ぎ
の
よ
う
に
な
る
Q

。〉

日谷
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M

各巻巻、在各巻巻巻谷容を笠谷笠谷各
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A
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刈
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業
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訓

い
¥
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山
川
向
氾

」
ノ
イ
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e
-
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i
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ト
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、
ム
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(}) 

孫
丑
ハ
上
)
に
あ
る
「
勿
正
。
心
勿
志
。
勿
助
長
也
J

の

略
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
一
誌
は
、
議
甘
泉
に
よ
れ
ば
、
ま

た

、

…

論

一

誌

四

千

揺

に

あ

る

母

必

、

母

問

問

、

母

我

ょ

に

く

と

い

う

c

た
と
き
、
甘
来
が
そ
の

ぺ
し
て
い
る
。

そ
の
こ
と
は
、

)
て
所
)
の
前
に
「

の
た
め
に
作
っ
た

の
中
に
述
べ
ら

ナ、
知、
じ工、引ー ，じ、・
一勿、
助、
之、
jj)t、

本
於
一
五
子
勿
忘
勿
助
之
説
、

、.、.• 

、.、，、.• 

、，、.、.、、、.• 

、.

本
於
夫
子
鋭
意
必
問
我
J

ノ
~
致
ハ
〉
(
甘
泉
文

、¥3
t
a
弘
、
内
ら
t
二
f
ア

F
/
'
A
3
4
4
、
二
品
寸
A

J

J

λ
/
長
夕
刊
支
局
¥
V
E
三
、
{
日
こ

( 2 ) 

lilll 

Jユ

jこ

の
致
が
、

子
の

の

ス
vf~

の
説
に
な
っ
た
と
す
る
も
の
で
あ

》γ

ト「

って
..;.~ 

と
述)~、
ベト L

て
し、 Jっ

J
Fし
h

P

3

1
3旬
、
い
ム
川
JV

内
レ
仁

-
阪
自
沙

る
の

外
集

の
表
な
H
A
る
と
、
勿
忘
勿
幼
い
が

出
て
い
る
。
な
か
ん
ず
く
、
…
ハ
ロ
)
・

円
七
i

i

I
こ
3
1
J
な
γ
u
t
Lド
w

h

F

/

f

i

・

日

1

1
ド

F
7
ω

三
万
五
刊
誌
躍
が
よ
L
f
7
7
二

程

Z
i
a
f
k

牝
引
い
ハ
6
〉・一

(
5
v
e

銭
」

(
U
J
・

較

的

多

い

け

い

は

、

弟

一

で

、

て

い

る

か

ら

で

も

あ

ろ

う

〆

ノウn
今j

Il与、 じ二

勿
i功勾 11"二
円来れJ

~:tののは
三

と
{事
訴



こ
こ
で
い
う
孔
子
の
滋
と

か
。
恥
件
口
来
は
こ
れ
を
、

把
握
し
て
い
る
心

さ
て
、

と予
し芹

宅

も
{可
でで
、

clコ
」〆Z)

う

と
し
て

日
υ
η
J
-
二
J
U

H
4
1
 
勿

今j、
じ三、

少j、
!VJ、
之、
r:丹、[=]
mJ 、

、~!~~
1!誌、 j忍
iiZ総、
、主主、無
ノ¥、司王

一
九
j

一

十
L
h
一心
j
b
にや
h
H

汎
M
H
斗
t
l
y
J
'
M

、ニーノ》
L

一、

し
ナ
'
U
3
ト
ト

る
。
彼
は
こ
の
年
を
、

て
、
歎
翁
と
競
し
た
。

よ

之

、

み

〉

、

Z
，
J
3
3刀

F〆

伏

0) 

と

し

そ
れ
は
甘
ん
長
が
波
す
る
一

っ
て
、

ど
こ
と
な
く
彼
の
心
境
が
伺
わ
れ
る
。

そ
れ
で
は
、

の
文
を
簡
略
に
し
て
、

勿
忘
勿
助
い
と
し
た

の
は
、
だ
れ
に
始
ま
る
の
で
あ
ろ
う
か
じ

、
，
，
「
エ
J
E
l
l

ι
一
行
刀

た
も
の
で
あ
る
と

ー一一…山)
こ
よ
れ
ど
、

l

J

l

 

そ
れ
は

伊
) 11 
の

県
廿
泉
の
門
人
、

e
m州
生
街
が
茨
し

山
村
山
切
迫
が

「
i

汀ぽ
H
ん

V

ド
γ
之
、
、
1

J

?

一
生
字
限
定

7
・ノ
4
ノ
し

に
合
わ
せ
て
、

民:会l
じ二

分j

i功

と
しー し、

よ〉

Vグn

'-
し、

る

j
l
 

勿ん一
U

勿
助
」ヨK

L

J

h

f
ヌ
ー
ゼ

の

さ
て
、

〉

、

み

つ

エ
ご
勺
ノ
カ
〈

を
分
析
す
る
と
、

Jt 
f!?は
、の程

子し マコ 171-
ヲモ ) I1 
の

由民 し、

也う

水
究
開

「
総
別

右手
会主 ;京
女1:1然
治女11

( 3 ) 

jj-

5七
名

-1:1-

-1コ

オえ
と
し、

つ。

「
勿
芯
勿
助
」
を
ど
の
よ
う
に
解
務
し
た
で
あ

中
の
「
勿
芯
勿
助
」
九
十
五
カ
所

白
熱
(
立
)

ハロ)・一

(ロ)・



ハ
7
}
・
「
ん
ふ
放
晶
子
ー
…
ハ
3
)
・

)

(

1

)

な
ど
と
な
る
。
た
だ
筏
同
は
す
べ
き
は
、

主
防
切
の
ぺ
致
良
知
設
い
に
到
し
て
、
反
駁
し
て
い
る
所
が
四
カ
所

占
め
る
。こ
れ
は
さ
て
お
き
、

木
撚
論
で
あ
り
、
…
中

以
下
こ
の
組
烈
か
ら
ゆ

1

本
総
論

「
自
然
い
と

7
L〈
叩
の
関
係
は
、
後
速
に
ゆ
ず
り
、

深
い
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
天
地
自
然
の
湘

川
は
い
す
な
わ
ち
つ
夫
叩
と
い
う
。
…
f

自
然
」
は
紙
宅
の
人
力
も
加

え

る

こ

と

は

な

い

が

、

の

法

別

に

し

た

が

っ

て

行

し

て

い

る
ひ
こ
の

/". 

'.J 8 . '-" . 

(
2
)
 

さ
ら
に

1
1

弘、A
-

1

-

V

市

長

少

と

り

ま
で
は
内
容
論
で
あ
る
。

と

台、

ら

て
み
よ
う
。

ゃ
i
h

、
t
 

二
、
〉
勺
し
こ
や
り
、

1
乙
し
7

方
み
4
争

J

元

日
し
、
…
iu日
寸
子
奈
川
、
ブ
j
努
主
奇
心
一
主

J
4ぜ
一

一

仁

ド

日

μ
づ
1
1
J
m
l
t
A
4
J
1
7
4
'
L
L
V

J

め
る
。-L
~
、
ょ
に
ト
i
-
ー
に
ヤ
J

山、

J
ζ

勺

社

M
H
i
l
lノ
~
Iト

う
見
た
で
あ
ろ
う
か
り

知
川
ソ
イ
広
}
奴
仁
川
忠
一
ト
1
1
b
h
こ
、

吟
主
主
主
が
Jλ
川
U
H
-
-
'
l
y
λ
ト

て
も
動
静
が
生
じ
、

み
i
h

、

、
札
幻
噂

勿
応
勿
助

と
の
関
係
JY
ど

と

川
沿
乙
土
1mu
一
ん
げ
メ
~
ふ
ハ
っ
こ
、

1
1・J
v
u
u
'
A
M
L
Z
コバ川

'
h
1
3
μ
S
Jノ

ド

J
a

、i
、〆
'
h
v

、uu
‘

〉
こ
‘
£
、
コ
九
「
小
、
パ

J
V

訂
十

4
J
U
U
j
4
i
l
i
w

心
に
ど
う
し

る
と
、

IJ 
)J( の

「
人
の
心
は
本
来
勤
務
が
な
い
ο
自
分
で
勤
務
を
作
る
の
だ
。
だ

か
ら
、
勉
強
す
れ
ば
動
静
を
忘
れ
る
。
す
な
わ
ち
司
天
理
』
を
吋
勿

忘
勿
助
b

の
間
に
緩
認
す
る
と
、
怒
酬
も
讃
輩
出
も
翠
業
も
一
つ
と
な

る
。
そ
れ
は
頭
数
が
洪
嬢
に
は
い
る
と
同
じ
で
、
累
と
す
る
に
足
り

な
い
c

そ
れ
ば
か
り
か
お
互
い
に
助
け
合
う
己

と
答
え
た
。

劉
延
縛
問
、
理
無
勤
務
υ

得
静
時
或
迷
於
動
露
、
港
使
斯
心
明

市
後
悔
f
v

今
求
有
以
一
之
、
未
知
何
以
。

人
心
無
動
語
。
人
自
有
動
静
時
、
自
有
勤
務
。
乎
能
忘
立
〈
動

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

訴
。
一
味
能
認
天
理
於
勿
忘
勿
助
之
問
、
則
一
怯
桝
・
謡
番
・
皐

以
首
(
之
。
如
頑
鍛
之
入
洪
壊
。
何
足
累
乎
c

乃
和
資
也
。

ぷ
文
集
各
一
一
円
間
疑
獄
鋒
」
頁
…
一
一
;
問
)

湛
什
口
山
ハ
水
は
一
上
一
如
一
笈
に
、
人
は
心
を
「
勿
忘
勿
助
レ
の
問
に

は
お
の
ず
と
あ
ら
わ
れ
流
行
す
)
る
と
い
っ
て
い

( 4 ) 

全J
ζ'-

7 ふ、
伝〉 イつ

けま
tまずこー

し
乙
J

好
mは
い
γ
有
、
引
f
f
ケ一
r
j
m
n
F、収点。

吋斗
J

一一

24!と
一
括
仁

t
庁

F
仁
で
l
一

r
!と
d

兵
士
ノ
平
し
r

節
治
之
人
間
(
刻
知
一
山
為
之
、
立
地
可
以
お
翠

u
m憾
m
m
T
者
一
小

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

不
得
其
門
ヰ
ο

若
有
存
心
於
勿
忘
勿
助
之

、
、
、
、
、

天
現
白
川
流
行
心
何
不
可
能
之
有
リ
(
廿
泉
文

j
n
一
…
凶
)

で
、
心
に
一
物
な
け
れ

n号、

ヲ二、
]望、
1]、
見、

法
甘
ん
い
ぷ
は
さ
ら
に



が
あ
ら
わ
れ
る
。
の
本
山
肢
は
「
自
然
」
で
あ
る
。
「
自
然
い

は
廓
然
海
大
で
あ
る
が
、
四
時
が
お
の
ず
と
行
な
わ
れ
て
い
る
心

叶
勿
忘
勿
幼
」
の
修
行
が
深
ま
れ
ば
、
忠
人
と
な
り
、
天
と
同
じ
に

な
る
と
い
っ
て
い
る
υ

、
、
、
、
、
、
、
、

心
無
一
物
天
川
…
見
前
何
為
天
理
本
館
自
然
廊
乎
叩
昨
今

四
時
行
常
勿
芯
勿
助
型
別
同
一
大
ハ
甘
泉
文
集
袋
二
六
引
け

へ…一
23Jr皆
J
Z
二
/

J/'yvEnzhvrm寸
¥
¥
干
士
一
」

謝
上
薬
が
部
門
に
部
る
際
、
給
っ
た
詩
に
も
、
ぺ
忘
助
柄
勿
の
問
、

天
理
自
ら
思
す
。
い
と
詠
ん
で
い
る
。

三
1
同
り
外
的
山

A45ハ
い
乙
コ
」
工
一
え
・
む
な
月
ぜ
干
1
n刈

34ψH4X
忠

之

い

に
L
羽
?
と
ヨ
い
い
h
d
hヒャ

~
昔
日
仰
と
月
以
i
J
4
M
F
f
m
iノ
げ
に
託
金
約
川
内
/
〆
仁
司
市
ふ
ρ
イ
ペ
山
担
当

dz花
予
村
氏
柱
」

、..
 
，、'、、亀、‘、、.、‘、.‘.、••• 

、

如
何
淵
夜
小
潟
川
危
倣
地
叩
未
去
十
年
仏
衿
打
忘
助
{
雨
陶
勿
問
天
斑
自
己
mは皐A必士

良
機
一
入
手
踊
い
斉
行
何
出
生
蹄
故
謝
氏
子
九
鴎
慌
税
附
跳脳

(
甘
向
泉
洪
文
集
が
各J
二
ム
六
ハ
〈
般
謝
生
ω綴
似
蹄
那
門
〉
一
頁
只
一
問
)

内
容
論

2 

は
、
心
を
「
勿
忘
勿
一
助
」

勿
忘
勿
助
い
の
間
に
お
く
と
い
う
こ
と
は
、

コ
物
」
も
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
心
に
も
な
い
こ
と
を
怠
味
す
る
。

こ
れ
は
ま
こ
と
に
自
明
の
理
で
あ
る
が
、
笈
践
す
る
と
な
る
と
む
ず

の

の
問
に
お
く
こ
と
で

あ
る
。
心
を

む
こ

か
し
い
G

そ
こ
で
甘
泉
は
、
そ
の
内

と
し
て
、

又
土
一
次
下
い

っ
て

な
ど
の

い
て
い

る。

の

の

け
た
心
性
脳
設
い
に
は
、
「
敬
と
は

そ
の
中
を
義
う
な
り
。
い
と
い
っ
て
い
る
。
「
中
い

の
あ
ら
わ
れ
た
欣
態
で
あ
る
。

ぜ
…
i
e

中
い
と
い
わ
ず
「
敬
い
と
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
む
官
ハ
ケ
十
胤
善
に
答
え
た
手
紙
に
、
「
敬
字
は
宋
儒
の
論
評
な

り
に
と
い
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
宋
僚
は
「
敬
L

に
つ
い

て
論
一
け
す
る
こ
と
が
、
る
一
同
日
を
保
持
す
る
所
以
で
あ
っ
た

か
ら
で
あ
ろ
う
c

ア

勿
/-"じ、

勿
ll)J Il- r~ 

2と

vl戒で
で十! '1裂お
はフミ 'ITミる

~ dWJ 
しこ

宍の

受
け
て
、
こ
の

一
」
と
い
っ
た
。

( 5 ) 

甘
泉
は
こ
れ
を

主
一
は
心
に
も
と
一
物
な
き
な
り
。

も
し
一
物
あ
れ
ば
、

す
な
は
ち
一
に
あ
ら
ざ
る
な
り
に
と
説
明
し
て
い
る
c

そ
の
も
の

こ
の

で
、
「
芯

つ
い
て
質
問
し
た
と
き
、
甘
ん
け
水
は
、

一
者
無
欲
也
、
〉
(
廿
泉
文
集
谷
工
二
}

ご
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

し{

は

の
別
名
で
あ
る
c

、
内
つ
ぎ
す
羽
川
4
c
h
'

士
J

ヰト

K
こ、

丈
、
刀

ppt才
H
Y
-
-
y
t

一
敬
」
に

敬
者
一
也
c

¥ノ

と
答
え
て
い
る
へ
U

な
く
、

一j無
欲
」
は

也
に
と
い
う
こ
と
は
、
一
敬
!
一

「
一
」
で
は

す
な
わ
ち

一i
一
者
無
欲
也
。
」

と
! /，争

d耳E T 

の
内
容
で
あ
り
、

「
一
」
に
宇
一
る
修
行
を
意
味
す
る
c

し
た
が
っ
て
、



は

一

」

で

心
中
コ
物
い
も
な
い
こ
と
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
な
お

こ
の
手
紙
文
で
注
日
す
べ
き
は
、
「
勿
忘
勿
助
」
の
問
が
、
す
な
わ

ち
「
一
ん
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

、.、.、，、、、‘、.、‘、、、•• 

一
者
心
中
無
有
一
物
也
~
J

故
云

心
勿
志
。

レレ

に
も

ぁ
、
り
、

{~土

勿、
しとご、 O ，ぃ、-
勿、
功、
之、
!Ilト物

7')、HU
1三七、 可申今

ノ1ニ'

。

r
f寸
s
t
L
J
沼
q
j
f
f
A
l
J、

J

六一
J

丸
は
が
上
下
仏
伊
¥
¥
主
y

)L 

円

}
i
j
J
3

合
誌
の
ハ
川
丘

二し

C
M
川
、
下
七
二
一
、
み
つ

γ

、

バ
ノ
広
加
し

7
ふ
J

カ

マ

大」

主
主
二
こ
、
ニ

L
y
j
o
-
-
f
h
J
/
ル
/

仰
の
敬
の

t
J
エト
d
，J
e

£
・
フ
シ
ク
、

i
A
p
l
v
)
j
f
j
J
4
J
i
 

ア」
、PL
M曹

1l}J 

J
f
iへ
ど
告
人
民

月
工
芸
γ
切
な
は

μ

r
」
h
u
・

忘
坊
は
出
向
心
の

る
な
り
つ

い
っ
て
い
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘

勿
忠
勿
功
一
河
川
ハ
是
…
紅
一
倒
敬
字
。
先
儒
未
嘗
投
出
所
以
不
臨
於

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
妻
、
、

三
時
一
主
片
山
山
。
九
一
一

b
b
f
k
r心
之
本
宮
包
つ

にパ

i/ド
!
f
l
i
J
L
'
j
レ
h
f
h
j
d
u
r
寸ペ
h
l

7を

い
九
九
え
ゅ
の

こ
れ
吉
見
れ
ば
、
ー
勿
山
山
勿
幼
い
は

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
り
し
た
が
っ
て
、
勿
芯
勿
功
」

れ
ば
、
に
達
す
る
こ
と
に
な
る
コ
逃
片
山
ぷ
が
郎
社
怖
に

勺
よ
く
敬
右
主
と
す
れ
ば
別
ち

民
二
ヨ
く
、
故
主

ベ

i

r

-

-

J

;

Iこ

勿
助
h

は
敬
の

「
よ
く
敬
一
を
主
と
す
れ
ば
別
ち
事
事
あ
ら
、
さ
る
こ
と
な

に
別
法
な
し
。
た
だ
一
「
勿
忘
勿
功
』
の
問
、

る

べ

か

ら

ざ

る

こ

ソ

よ

と

い

っ

て

い

る

む

然
向
似
未
得
其
方
者
。

い
、
ま
た
、

し
G

}
ト
」
↓
ヰ
己
河
口
、
、

J
G

I
ノ
f
y
ド
Y
、ぺ

、、、.

能
主

と

( 6 ) 

ママ
j

を

修

復

し

た

と

き

、

い

は
ち
勿
忘
勿
助
い
の
問
こ
れ

lこ

、

ヘ

ノ

と
し
う
{

イニ
u2 

物
{j!.， 

濁
也
、

じ
ー
ミ
ノ
百
十
γ
s
o

i
l
コノ
J
J
3
1

4い
三位

ょと
、t!2，
i孜、
則、
勿、
;官、、
勿、
助、
之、
11iト
謀、
之、
ヂぅ、れ、

は
肢
の

トー
~
d
h
、9
1
h

i
i
i
ソ
?
ぜ

、.、曹、、、、、‘、，、帯、、、，

勿
忘
勿
助
其
敬
之
規
矩



、全人乎。

子
弗
円
り

{こ(七

世
宗
の

ョ
、
比
…
ザ
長
主

I
I
，

i

，d
h
u
つ
1
4
1
2
5
1
/
j
u
y

一
本
っ
た
。
そ
の
疏
に
、

を
明
析
に
述
べ
て
い
る
。

噌
一
割
所
調
敬
一
是
也
。
存
其
心
街
不
忽
之
謂
也
心

者
純
乎
理
而
不
雑
之
謂
也
。
此
二
者
版
怨
明
切
、
文
黙
契
叩

一
五
子
必
有
率
一
品
丹
市
勿
正
。
心
勿
忘
。
勿
助
長
之
指
也
u

夫
所
謂
純
理
一
間
一
不
雑
印
天
斑
也
。
孟
子
一
例
お
必
有
事
一
社
宮
山

也
。
存
心
不
忽
印
敬
、
以
館
認
犬
天
理
。
一
配
子
勿
忘
勿
助
之
謂

也
。
犬
忠
則
不
及
。
功
則
、
過
一
お
。
皆
非
一
肺
訴
存
心
不
忽
也
。

、‘、‘、、、.• 

、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
‘
、
.
，
、
‘
、
‘
、
，
、
.
、
、
，
、
.
、
‘
、
‘
、
.
一
、•• 

、、

犬
一
者
天
月
一
也
。
敬
者
勿
忘
勿
助
以
総
認
乎
天
理
、
令
有
諮
己

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

罵
主
0

1

反
日
召
之
川
川
、
造
時
道
義
道
助
這
段
、
仔
氏
、
い
必
ハ
切
と
じ

時

J
i
'
Eイ
1

3

寸

s
a
l
i
-
-
i
a
/
m
k
F
E
l
i
v
U白
h
仁
ト

P
れ

R
T
}と
り
i
u
r
h
刀

j
一
υれ
れ
寸
川
釘
i

小

Ali-

コ
J

J

S

/
パ
ノ
ノ
i

E

d

、
，
、
‘
、
.
、
‘
，
、
.
、
.
、
.
、
‘
、
，
、
.

勿
助
之
問
、
而
天
現
r

目
見
一
皆
川
心
(
甘
泉
文
集
程
一
九

疏
い
抄
一
氏
二
七

J
二
九
〉

と
の
関
係

聖
人
の
教
は
「
敬
一
し
一
で
あ
る
ヘ
〉

「
存
心
不
忽
」
の
こ
と
で
あ
り
、
ご
い
は
「
天
理
い
で
あ
、
り
、

理
不
雑
」
の
こ
と
で
あ
る
。
「
純
理
不
雑
い
は
ソ
伝
子
の
い
う

で
あ
り
、
不
忽
」
は
「
勿
芯
勿
め
」
で

こ
れ
に
よ
る
と
、

し
ι-

l土

(
内
一
山
川
リ
}

し

た

が

っ

て

、

は

を

純

認

す

る

内

容

で

、

乳
ハ
問
的
修
行
方
策
が
勿
忘
勿
幼
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ゆ
え

に
、
「
勿
忘
勿
幼
い
を
位
認
す
れ
ば
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち
「
敬
一
と

な

り

、

-

間

認

し

た

こ

と

に

な

る

。

こ

の

「

敬

」

と

コ

め
て
間
切
し
て
お
り
黙
契
し
て
い
る
。

そ
の

と
の
関
係
は
、

( 7 ) 

イ

/;;) 
Jじ、

勿j
JJ)J 

と

の
こ

と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

「
忠
邪
な
し

J

才
J

勺
レ
仏
斗
i
h

-
-
-
-
一
/
》
Uh竃

と
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
つ
れ
て
、

ト
1

1

之
、
ノ
、
〉
3
e色
r
J
J
4ヲ
J

l

、7
H
7
J

、JA
、

k
k苅
グ
日
し
7
f
-

知町一
λ
戸
川

M
4令
到
似
、
木

戸
、
」

0

4

」

、f
j

ザ
ノ

の

ま
さ
に

ろ
う
と
す
る
と
き
、

件
口
ん
刊
に
y
」

i

L

t

 

こ
で
す
泉

の
よ
う
に

し
た
。

「
;
私
は
何
も
い
う
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
か
つ
て
開
い
た

こ
と
が
あ
る
c

そ
れ
は
、
「
Mmず
は
道
に
入
る
を
も
っ
て
至
る
と
な
し
、

に
至
る
を
も
っ
て
成
る
と
な
し
、

¥
 

，a'
Jノな
す
。
心
中
正
な
ら
ざ
る
は
邪
な
り
。

心
は
中
立
を
も
っ
て
安
と

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ



か

ら

。

の

沼

山

邪

な

し
o
h

こ
そ
中
正
で
あ
り
、

E
U助
』
は
皆

邪
思
で
あ
る
J

し
ふ
く

中
山
子
劉
子
携
其
舵
溶
、
来
訪
子
観
光
之
館
。
絡
蹄
永
盤
、

賠
…
…
…
…
向
。
甘
山
双
子
日
、
予
何
一
言
。
然
吾
嘗
開
会
。
率
以
入
選
第

、.、
..
 

、.，、.、.、.、.、‘、.、
z

、
，
、
.

去
、
人
以
至
恕
一
角
成
。
心
以
中
正
一
筋
必
要
。
心
不
中
正
邪
。
故

、
.
、
，
、
、
、
.e

日
、
閉
山
無
邪
。
故
忘
助
皆
邪
忠
也
。
(
サ
泉
文
集
程
一
七
「
投
…

劉
中
山
猿
永
製
小
序
い
頁
七
二
)

し
か
ら
ば
、
…
中
い
と
「
正
」
と
の
関
係
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
Q

廿
来
は
、
…
i

勿
忘
勿
助
」
が
分
け
て
説
明
で
き
な
い
と
陪
様
、
…
中

一
化
い
も
分
縦
し
て
は
説
明
で
き
な
い
と
い
っ
て
い
る
む
こ
れ
に
つ
い

て
、
次
ぎ
の
よ
う
な
問
答
が
あ
る
ο

ド
ζ
し
あ
一
円

L
比
日
4
Kこ、

一
時
ニ
ノ
4
d
u
p
-
7
1
η
吋
ゎ
引

1
1
1
9
2
3勺

/
b
y

斗
中
正
h

の
一
一
ハ
チ
は
最
も
味
わ
う
べ
き
し
か
し
、
い

ま
、
だ
か
つ
て
ヤ
中
h

を
鰐
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
一
h

を
用
い
な

い
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
て
見
る
と
、
門
中
h

は
す
な
わ
ち
、
町
内
空
間

情
街
い
の
燃
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
り
、

h
J
止
い
は
…
ー
か
を
山
笥
街
い
の
附
阪

の
存
し
た
も
の
で
あ
る
。
搬
用
は
一
原
で
、
何
の
担
保4
も
安
排
も
mm

い
る
必
裂
は
な
い
。
こ
れ
山
の
修
行
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
乙

;
j
-

ー
、
，
;
;
、

と
関
川
慌
す
る
と
、
甘
，
h
は

は
分
け
て
一
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な

(J) 

い
。
『
勿
忘
勿
助
』
の
四
字
も
ま
た
然
り
で
あ
る
。
こ
の
数
文
字
は
、

分
間
切
に
吋
に
中
正
』
の
本
躍
を
季
五
き
出
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
ウ
中

正
』
も
分
離
し
て
説
明
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
参

前
借
衡
』
は
笠
に
こ
の
ウ
中
正
』
の
紋
態
に
あ
っ
て
、
自
然
と
生
き

生
き
と
し
て
く
る
。
ど
う
し
て
安
排
や
想
像
に
待
つ
必
要
が
あ
ろ
う

か
に
と
答
え
た
c

中

正

二

学

最

可

玩

。

亦

無

不

必
V

3

f

j

j

怠
〈
。
中
期
参
前
例
掬
之
総
見
、
正
期
参
前
侍
衡
之
路

一
…
版
。
何
治
像
想
。
何
治
安
排
。
走
資
/
功
否
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

無
在
無
不
在
五
字
、
不
可
分
説
。
勿
忘
勿
助
問
字
亦
然
。
此
数

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

字
分
間
差
出
個
中
正
之
慨
。
参
前
借
衡
質
於
此
時
節
、
自
然
液

緩
や
〕
心
可
博
史
非
出
象
。

、

J
I
B
e
-
J
J
7
i
l
-
-
r…
J
4
4
J
ぃ〆
''jtt

fur
論
誌
に
つ
γ
張
問
行
。
子
日
、
三
忠
信
、
行
篤
敬
、
錐
穣
狛
之

邦
行
安
心
一
万
一
川
不
忠
信
、
行
不
篤
敬
、
雌
州
mA
行
乎
故
。
立
則
見
其

一
一
"
に
汀
苛
日
リ
ー

ιth:
、す八、日汁
V
1
4
0

・A
¥
}九
九
J
1
j
O

ヤヘ、目立
:ltミノ

ヅ

t
b
/円
H
/
F
J
t
J
J
沿
い
L
W
M
効
μ
付
」
オ
/
あ
れ
市
営
手
'
L
f
M
T合
円
山
1
4
ζ

( 8 ) 

L
f
r一
人
目
的
す
れ
》
〈
J

rjl で、
1今

、

:
 

i
i
 

t
 

と
と
は
ど
ん
な
関
係
に
あ
る
だ
ろ
う
か
。

い
い
お
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
ま
ま
で
は

と
は
な
ら
な
い
。
「
中
い
が
動
的
に
な
っ
た
と
き
、
す
な

と
い
う
欺
強
に
な
っ
た
と
き
、

、ノ、ノ
ふh
-

宇
t

と
な
る
の



で
あ
る
。
そ
れ
は
「
勿
忘
勿
助
」
の
間
で
あ
る
と
廿
糸
は
い
う
。

府
間
制
策
が
揚
州
府
の
県
生
に
、
ぷ
制
約
」
の
「
泊
予
不
J

…山一一則不成。

の
一
本
を
講
じ
た
際
、
終
っ
て
か
ら
湛
甘
泉
が
、
こ
れ
ら
の
早
生
と
話

し
合
っ
て
い
る
中
に
、
一
1

中
正
」
を
お
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

「
こ
の
一
本
の
限
目
は
…
J
M
U
を
立
て
る
こ
と
に
あ
る
。
コ
山
一
一
h

を

立
て
る
修
行
は
忠
信
に
あ
る
の
み
。
だ
か
ら
沼
山
信
を
主
と
な
す
り
い

と
い
う
。
で
は
仰
を
忠
信
と
い
う
か
。
心
を
ウ
中
に
す
る
い
こ
と
な

忠
と
い
い
、
心
を
究
に
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
心
に
偽
り
の
な
い
こ

と
を
信
と
い
う
。
人
の
心
に
的
り
の
あ
る
の
は
、
心
が
判
中
し
て
い

い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
し
心
が
町
中
し
て
い
い
る
と
き
は
、
ど
う

し
て
鵠
り
が
あ
ろ
う
か
じ
し
か
ら
ば
何
を
も
っ
て
町
中
す
。
い
と
な

す
か
。
そ
れ
は
吋
勿
忘
勿
幼
い
の
間
で
、
こ
の
と
き
心
は
町
中
正
い

な
の
で
あ
る
心
し
た
が
っ
て
、
こ
う
い
う
朕
態
の
と
き
忠
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
心
が
内
中
し
て
い
い
る
と
き
は
、
ど
う
し
て
心
に
係
り

が
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
れ
を
信
と
い
う
の
で
あ
る
。
時
時
念
念
こ
の

よ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
主
と
い
う
。
よ
っ
て
、
人
が
よ
く
忠
信
で

あ
れ
ば
、
内
最
…
く
、
内
設
け
れ
ば
自
然
と
外
に
威
鍛
が
現
わ
れ
る
の

で
あ
る
。

と。

中
心
之

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

何
以
洛
中
。
収
勿
志
又
勿
功
、
勿
忘
勿
助
之
問
、
心

加
山
中
正
υ

是
前
之
忠
心
心
中
時
何
有
不
氏
。
是
謂
之
一
倍
。
時
時

念
念
如
此
、
是
治
心
ノ
~
主
ο

人
能
忠
信
一
則
内
前
一
、
内
章
一
則
外
使

成
心
(
甘
泉
文
集
山
一
万
一

O
「
揚
川
府
豚
祭
事
本
い
瓦
一
五
〉

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
(
小
す
に
は
す
な
わ
ち
「
中
正
」
で
あ
る
と

し

、

は

一

i
'

勿
忘
勿
助
」
の
間
に
あ
ら
わ
れ
る
と
す
る
。
こ

け
た
誌
と
し
て
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

は
勿
忘
勿
助
い
の
問
の
謂
な

れ
は
、

に
お
い
て
も
、

り
に
と
い
っ
て
い
る
む

入
者
天
jm 
之
'L¥ 

ーイァ

フじ

正也
者者
仁I:;I

宅但
)ド!こ1、税
正、之
者、充

( 9 ) 

0)、，也
J心、、 V

勿、
fl}J、
之、

" -11' 
泉
文
集
売主

←一旬、
I 

住
一
十
斗

1
K
土
台
付

f

、お~

羽
H
H
寸
i

i
ヌ
i
v
下
「
一
iノ一Lγ

ゴL

の各
部
の
同
志
を
新
泉
に

V

い
-
i
辛
子
げ
い
こ

古
毛
戸
長
〉
U

め
、
大
道
を
論
じ
合
っ
た
。

で
、
そ
れ
を
説
明
し
た
が
、 そ
の
年
の
幕
、

そ
の
と
き
車
生
が
忠
信
を
知
ら
な
い
の

そ
の
際
も
前
述
し
た

「
揚
州
府
Mm謬
議

と
同
様
な
こ
と
を
い
っ
て
い
る
c

こ
こ
に
お
い
て
は
、

1
1
4

、一「」、。
v

斗

、

引

灯

し

ナ

h
L
J
μ

勿
忘
勿

のと
い
っ
て
い
る
じ

と

の

ヱ
b
心
や
す
。

、い

に
は
同
一
で
あ
る
こ
と
は
、
技
法
の
返
り
で
あ
る
c

一、

J
A

戊
子
歳
除
、

E
B
f
i

二

C
i
f
r
、、

会
三
寸
矛
形
J
r
J
A

段
南
一
油
開



為
之
問
、

一一女11
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dじ

ド
u
f
r
l
iく
J

、4
1

J

誌
上
γ
J
A

カ

じ

性

也

。

い

の

一

山

の

阿

川

い

に

到

し

て

、

る
れ
ば
す
な
は
ち
こ
れ
を
失
ひ
、
及
ば
ざ
る
は
も
と
よ

助
く
れ
ば
す
な
は
ち
こ
れ
を
失
ひ
、
治
ぐ
る
も
ま

吋
勿
忠
勿
助
h

の
問
、

mm
の

な
れ
ば
す
な
は
ち
、

り
。
い
と
い
っ
て
い
る
つ
「
中
中
正
r

を
強
制
し
た
も
の
で
あ
る
ヮ

忠
則
失
之
、
不
及
間
不
殺
心
助
期
失
之
、
治
亦
不
治

勿
助
之
問
、
中
小
正
正
則
成
大
高
mm之
総
完
完
全

べ
j
L
一じ
J

凶，ノ一時戸、、

大
，

、

「

T
J

一
日
一
J
U
S

Ht 
tJゑj
:;j:Jd 

以
上
諸
べ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
ど
う
い
う
場
合
に
ア
中

い
と
な
る
か
理
解
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
市
川
廿
山
氏
が
訴
か
〈
前
に
答

え
た
子
紙
の
中
に
、
明
僚
に
斗
勿
忘
勿
助
h

の
問
、
た
だ
こ
れ
問
中

正
い
の
い
腐
な
り
む
し
と
い
っ
て
い
る
の
を
見
れ
ば
、

間
を
修
行
に
よ
っ
て
撚
却
す
る
と
、
そ
れ
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

京
議
、
訟
忠
助
一

勿
忘
勿
幼
い
の

コ
ミ
'
ペ
/

?
手
4
J
L
V

人
J
1
、J
1立
j
2
1
心

7
/
Lん
H
M
V
マイ

コ、トド
a

viノ
，
ヂ
i

、.、.、
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、
.
、
，
、
.
、
.
、
.
、
宮
、
.
、
.
、
車

官
一
一
品
勿
忘
勿
効
之
問
、
只
是
中
立
涯
也
。
へ
甘

ウ

夕
、

j

o

い

J

〆《

し
力、

-
隊
白
沙
の

vプミ
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入
ふ
放
ド
レ
の
設
を
開
き
、
こ
の

は
は
な
は
だ
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
、
が
今
の
人
は
、
心

が
事
物
を
追
っ
て
い
る
コ
天
下
の
事
物
を
周
旋
す
る
こ
と
は
、
米

も
自
ら
命
日
得
し
て
い
る
が
、
心
の
お
明
波
大
の
木
践
は
全
く
知
ら

な
い
ョ
す
で
に
心
に
か
か
わ
り
、
が
あ
る
と
、
事
物
が
や
っ
て
き
て

も
、
周
旋
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
心
だ
か
ら
「
全
放
下
j

一
が
…
訴
よ

い
。
こ
の
心
ー
な
常
に
高
明
p

成
大
に
し
て
お
け
ば
、
何
事
も
感
に
結
っ

て
腔
じ
、
自
然
心
事
物
の
山
政
理
が
大
い
に
行
な
わ
れ
る
。
こ
こ
に
は
ん
ム

く
何
物
も
な
い
3

そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
、
一
燭
、
が
部
口
訟
の
中
央
に
あ
っ

て
、
四
回
を
照
ら
す
と
同
様
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
よ
ば
移
し
て

部
段
の
一
鼠
一
を
照
ら
す
と
、
照
ら
さ
な
い
と
こ
ろ
の
出
る
の
は
、
ど

う
い
う
わ
け
か
を
持
ね
た
と
き
、
甘
山
肢
は
、
叶
す
べ
て
何
事
も
内
全

放
下
h

で
な
い
と
、
決
し
て
う
ま
く
い
か
な
い
り
こ
の
訴
は
程
明
道

フ

1
6
1
hグ
μub
二
三
、
「
ノ

C
、
フ
ー

:

3

-

4

三
'
支
に
i

川
工

、
才
カ
出
〆
仁
ち
と
宮
山
/
守
、
カ
J

伊

V

L

j

ι

4

7

3

つト
3一
一

札

、

L
E

勿
忘
勿
助
FM

の

勿

字

と

向

じ

で

し

て

こ

そ

、
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こ
の



は
あ
ら
わ
れ
る
り
し
た
が
っ
て
、

で
あ
る
。
充
の
円
欽
明
文
忠
、
同
方
に
光

燭
が
光
々
と
照
ら
す
と
、
心
μ

万
焔
の
光
が
わ
か
ら
た
く
な
る
し
こ
い
う
の

も
、
ま
た
泊
切
で
あ
る
心
ム
ー
の
人
は
お
そ
ら
く
白
川
哲
h

の
本
般
を

円

U

コ
F
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一

O
ザ

立
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有
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時
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-
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-
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此
心
お
初
段
大
之
総
υ

悦
均
一
川
来
、
本
宝
物
来
、
反
有
不
能
川
州

、.、.、‘、‘、
..
 

、.

旋
者
。
一
小
恋
人
五
然
放
下
。
使
此
心
常
高
常
明
常
瞭
常
大
、
随
感

市
一
除
、
自
然
事
事
物
物
各
有
総
閣
は
大
行
υ

不
加
窮
日
的
「
v

不
損
得

1.
、v
h
r
l
士
、
日
'
町
民
一
「
十
O

ご

A13
‘
U
3
5
4
m
Y
E
h
¥

口三日じ
21
刀
凶

3
勺
i

H
ノ
弓
告
者
古
一

3
1
4準
一
知
特

F
Z
i
R
I
t
-
-

b
タ
話
二
い
芸
、
百
コ
ヨ
斤

L
¥門
3
H
'
J

日
奇
心

イ主口
μ
ハ
一

E
E
-
-
J
f
u
f
n
ρ
ご
寸
台

ut引

、
、
、
、
、
、
、
、

先
生
日
、
非
人
上
放
下
終
難
淡
泊
ο

前
議
有
此
設
、
自
沙
先
的
亦

、.、.、.、‘、，、.• 

、.、‘、.、.

嘗
道
之
。
此
興
勿
忘
勿
助
二
勿
字
問
。
紘
一
放
下
伎
一
大
斑
記
露
。

燭
照
之
総
亦
切
。
尭
ム
ノ
~
欽
明
文
忠
、
山
内
光
被
凶
表
向
。
一
摂
楊

明
哲
燥
焼
、
労
燭
無
一
綴
亦
説
得
好
。
恐
未
知
明
哲
之

(

甘

泉

文

集

巻

二

一

)

主
主

と
一
同
じ
で

議
サ
泉
が
議
廷
許
に
答
え
た
文
中
に
、

i

一
は
「
勿
忘

勿
助
い
で
あ
り
、
と
り
も
な
お
さ
ず
「
無
欲
い
で
あ
る
。

破

い

よ

り

は

」

に

こ

し

た

こ

と

は

な

い

。

で
あ
る
か
ら
だ
と
あ
る
。
し

(
甘
泉
文

は
す
な
わ
ち
勺
勿

こ
れ
で
は
じ
め
て
、
が
あ
ら
わ
れ
る
じ

で
な
け
れ
、
ば
、
す
べ
て
物
事
は
う
ま
く
い
か
な
い
パ
ゾ

…
不
放
下
は
芯
必
間
我
の
私
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
ひ

、.、‘、軍、、、‘、‘.曹、-‘.、竃‘.、

λ企
上
放
下
州
部
ω
勿
忘
勿
勿
一
助
内
ο〉
い
如
刈
此
天
川
児
盟
山
枕
一
使
悶
見
什
凡
ん
心
故
日
、
非
全
放
下
、

終
難
淡
治
心
不
放
下
部
一
芯
必
悶
我
之
私
。
(
甘
山
本
文
集
を
七
「
諮
問
一

八
答
洪
俊
之
侍
御
〉
頁
四
一
一
一
)

こ
れ
を
要
す
る
に
、
「
全
放
下
」
は
心
に
一
物
な
く
、
わ
だ
か
ま

り
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
ん
品
川
阿
波
大
な
心
で
あ
る
。
心
が

お
明
波
大
で
あ
れ
ば
、
何
事
も
素
直
に
自
然
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
一
一
ね
総
老
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
「
勿
忘
勿
幼
」

と

な

る

心

「

全

放

下

い

は

忽

忘

勿

助

i

」
な
の
で
あ
る
じ

( 11 ) 

よ
っ
て

ヴて、

西

勿

忘

勿

功

、
っ
こ
、
T
4
3

口、

Avi
し
十
仁
e

ド
刀

「
勿
忘
勿
助
」
を
強
調
す



そ
れ
は
「
自
然
一
の
へ
の
道
程
で
あ
り
、

の
訟
の
袈
づ
け
な
の
で
あ
る
c

甘
泉
の
郎
、
阪
白
沙
は
、
…
iJH然
」
を
も
っ
て
宗
と
し
た
む
甘
ん
却

も
ま
た
こ
れ
を
受
け
縫
い
だ
。
し
か
し
際
自
沙
の
常
時
は
、
ま
だ
こ

の
つ
臼
然
い
の
読
を
疑
う
者
が
多
か
っ
た
が
、
湛
廿
山
川
氏
は
こ
れ
を
服

燃
し
、
入
門
後
間
十
年
に
な
ろ
う
と
す
る
と
き
に
、
や
っ
と
こ
の
訟

を
信
ず
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
篤
く
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
の

こ
の
こ
と
は
、
史
氏
恭
市
が
一
新
泉
結
合
の
前
に
笠
を
建
て
た
と

き
、
こ
れ
を
つ
什
然
作
品
」
と
名
づ
け
た
の
が
甘
泉
で
あ
り
、
さ
ら
に

そ
の
ぺ
序
い
と
「
銘
い
を
作
っ
た
の
も
サ
泉
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
一
段
く
す
首
さ
れ
る
。
彼
は
「
自
然
吹
い
の
名
の
由
来
を
、
決
ぎ

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
の
堂
に
「
自
然
い
と
名
づ
け
た
の
は
、
…
i

白
然
ー
…
は
山
中
一
人
の
…
中

路
い
で
あ
り
、
京
人
は
天
地
持
物
の
媛
化
に
阪
賎
し
て
、
何
事
も
行

な
う
か
ら
で
あ
A

る
。
…
j

山
日
然
い
に
は
お
の
ず
か
ら
ぺ
中
し
が
あ
り
、

聖
人
の
ぺ
路
い
と
一
つ
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
学
者
が
聖
人
を
京
ぽ
う

と
す
る
な
ら
、
日
付
然
、
い
と
一
致
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
ま
ず
虫
、
人

の
…
ソ
中
路
い
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
上
の
寸
自
然
ー
一

の
読
に
付
関
し
て
、
話
法
が
ぺ
内
川
然
ー
…
を
明
ら
か
に
し
た
と
い
う
の

は
、
惑
い
た
る
は
な
は
だ
し
と
い
い
、
さ
ら
に

及
し
て
い
る
の
は
、
正
日
し
べ
き
こ
と
で

の
の
で
あ
ろ
う
か
c

σ3 

夫
堂
何
以
名
自
然
也
じ
夫
自
然
者
聖
人
之
中
路
也
。
聖
人
所
以

φ
 

限
天
地
誌
物
之
化
市
執
c

夫
天
然
高
有
之
中
也
c

夫
路
一
部
己

点
〈
)
撃
者
欲
mmナ
袈
阜
、
不
先
知
聖
人
之
中
路
、
其
可
歪
乎
。
先

的
自
沙
先
生
一
去
、
向
学
以
f

は
然
魚
京
。
常
時
間
者
惑
疑
意
。
若
水

服
鰐
是
訓
、
長
四
十
年
余
。
乃
今
信
之
金
鍔
。

失
。
史
氏
恭
甫
作
新
来
精
舎
之

水
敬
免
序
而
銘
之
。
仲
間
学
者
応

〈
自
然
堂
序
〉
頁
三

「
天
然
」
は
「
自
然
」
と
同
じ
。
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さ
て
、
甘
泉
の
い
う

か
。
彼
の

い
か
な
る
概
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で
あ
ろ
う

と

こ
ト
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ユ
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、
た
だ
自
然
に
そ
う
な
の
天
地
は
い
わ
ず
し

あ
り
、
諸
物
に
は
限
然
的
然
と
し
て
、
そ
の
一
認
が
侍

の
人
為
も
な
い
υ

す
べ
て
造
化
の
紳
の
な
す

ば
、
「
自
然
い
の
何
た
る
か
を
知
る
に
は
、

の
機
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
心
そ
れ
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初
め
て
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迷
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得
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も
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京

文

誌
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二

八
自
然
公
銘
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γ

片
山
j
五
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で
は
、
拠
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泉
が
こ
の
下
日
然

作
っ
た
の
は
、

し、
~J 

Tこ
し、

111J 
)誌
の
{r三
で、

ゐげ

ろへ
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か。
と

と
を
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己
r
t
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1
4
A
崎
市
川
、

一
イ
イ
モ
刀
山
川
紙
北
川
ト
ノ
ユ
f
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と
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

少
な
く
と
も
六
十
六
歳
ご
ろ
と
考
え
ら
れ
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
、

ーu-
米

が
陳
自
沙
の
門
人
に
な
っ
た
の
は
、
容
人
に
あ
げ
ら
れ

の
弘

(
一
四
九

二
十
七
歳
の
と
き
と
推
定
さ
れ
る
か
ら
で

ト
1

1え
や
λ

し
L
ゴ

¥

¥

十
l
b

ド
ソ
カ
廿
λ
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f

ふ
め
る
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こ
の
こ
と
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、

E
A
L
支
乃
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千
こ
、
皮

平
J
m

斗

J
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4
E
ぴぃ，
t

L

S

ノイ

心
性
側
…
前
」
を
作
り
、
天
地
持
物
と
我
と
は
一

る
と
説
い
た
こ
と
と
も
和
感
じ
て
、
お
の
ず
か
ら
球
解
さ
れ
る
。

湛
甘
泉
の
思
想
の
淵
源
は
、
一
大
の
「
自
然
ー
で

然
い
を
殺
し
て
行
動
す
る
の
が
聖
人
で
あ
り
、

け
る

J人
1
v

」
主
川
ノ

v
l
y

予、〆

μ

こ
の
一
白

¥
同
辺
、
J
g
h
q

こ

し

ふ

、

こ

1
ノド

f
f
T
、XJl~

こ

れ
を
自
指
し
て

て
い
く
と
こ
ろ
に
、
員
の
人
間
性
を
護
持
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。
人
間
性
は
、
人
皆
生
ま
れ
な
が
ら
に
、

か
b
賦
山
列
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
)

こ
の
「
ー
自
然
い
は
、
ど
う
す
れ
ば
怯
誌
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
ろ

う
か
じ
そ
れ
は
、
一
勿
忘
勿
助
・
無
為
」
を
撚
認
す
る
以
外
に
な
い

と
廿
来
は
い
う
U

し
た
が
っ
て
、
「
勿
忘
勿
助
」
は
「
自
然
」
を
髄

認
す
る
共
閥
的
修
行
方
法
な
の
で
あ
る
。(
東
京
都
立
赤
坂
高
等
間
中
校
長
)

( 13 ) 
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